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蒙
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:
同

時

に

：發
生
せ
し
む
れ
ぜ
ぃ 

動
的
狀
鳩
即
新
じ
イ
資
本
め
造
ら
‘る
乂
壤
合
に
は
#
 

ら
す
：ビ
游
L

だ
る
.
彼

は

、

利
：子
に
一
於

t

も

同

#

の
讓
泰
へ 

を

蒸

し

た.る
な7^
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m
,
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:
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e
r
k
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；

C
l
i
r
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說
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弱

黯

え

な

ま
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利

子

の- 

墙

大

が
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本

象

に

す

所

め

の

袖

類

は

，他
の
爽
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の

養

に

想

る
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も
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申
子
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の
某
嫌
に
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ム
©
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ゲ
タ
マ
ダ
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J
K
r
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ク
.
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0識

爭

ニ 
5

素
な
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 :

而

ム

等

(

利
子
の
槽
加5

は
節
愁
：に

-
け
る
此
金
額
ほ
f

を
買
ひ
®

レ
t

其

後

に

於
；：

て

，は
：其

ン
な
か
ポ
抛
棄
せ
ら
る
。
>
其

れ

等

タ

は

全

 

<
 
異

れ

：る

享

樂 

を

：齋

ら'す

な

ね

。

人

は

，，現

在

の

財

を

將

.取

の：

財

£

比
較
一 

せ
ざ
る
な
み
‘。

.

,
:
:

若
し
-
^
資
本
を
貯
菩
す
る
人
が
或
快
樂
を
抛
棄
し
：

y
j

 

而

し

，て
，成

將

傳

の

時

に

於

て

同
；®

の

快

樂

を

得る
な

ら 

ぱ
、
其
時
に
ほ
：S
棟
の
結
果
は
彼
の
計
算
に
徵
ゥ
て
®

:

別
せ
も
れ
測
定
せ
ら
る
。
：3

れ
資
本
を
.蓄
積
す
る
：人 

^
1
其
れ
を
爲
タ
す
0
.何

： *^.

な

：
れ

ぱ

.彼

は

或

享

樂

を

拋

棄
 

し
：て

他

の

：も

の

を

獲

得

ず

る

：

i

の
な
れ
ぱ
な
ね
。
静
的 

狀
態
に
於
て
は
如
何
な
る
消
費
者
も
將
來
の
財
の
®
在 

の
價
値
.
^
少

し

も

測

定

せ

す

.。
，
何

ビ

な

れ

ぱ

其

狀

態

に 

て
は
‘何
等
.a

b
s
t
i
l
l
i
e

存
狂
甘
ざ
れ
ぱ
な

'

若
し
も
W

究
の
目
的
が
單
な
る
要
素
.即 

t
i
m
e

を
區 

別
す
る
に
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
.ゆ
千
ご
將
來
ざ
千
弗 

€
め
比
職
は
圓
有
的
に
件
の
目
的
を
達
す
る
に
不
可
能 

な
♦

ど
余
主
張
せ
ん
と
す
0

何
.
^
な
れ
f
f
現
在
に
於
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.
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同

一

金

蒲

は

其

れ

：ご

襄

が

な

：ろ
：も
の
：を

買

ふ

可

け

.れ

ぱ 

.な

ら

。

現

在

が

將

來

.'よ
6

以

上
' に
.有

す

る

優
.越

は

.、

.唯 

時

の

終

過

め
-‘み
が•
考

慮

せ

ら

れ
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；

3

場

合
.は
；
あ
る
べ
.き

憂

：
 

越

，に

あ

ら

ず

。

若

し

§

め

繁

を

貯

蓄

す

；ベ

き

か

を 

決
定
す
る
合
に
於
て
、
.資
本
家
の
將
来
の
一
考
海
が 

其
資
本
‘
の

額

を

決

定

し

其

れ

に

：
よ

ゎ

て

利

子

の

率

に

影 

響
す
る
の
效
果
を
有
す
る
な
ら
ば
、
其
車
は
、
資
本
家 

が
種
類
に
於
J

も
額
&

於

て

も同
：！

の

倘

人

の

所

得
， ̂

比

較

せ

る

揚

合

，に

在

る

ベ

き

率

$

同

じ

か

ら

ず
0

利

ホ 

は

、
數

學

的

の

事
®

ミ

し

て、
'
 

單

な
.る

遲

潘(d
e
l
a
y)，

に 

よ
..

ね

て

蒙

る

犧

牲

に

對

す

る

，之

S
0
.
0

代
償
物
に
は 

非
る
な
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.
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ツー

斯
く
レ
てQ

a
r

k

は
眞
の
資
本
家
な
る
も
の
は
決
し 

て
現
在
の
財
ビ
同
種
同
量
の
：將
來
み
財
：ざ
，̂
比
®
す
る 

も
の
に
あ
6

す
。
從
ウ
.て
利
子
其
も
の
は
填
な
も
時
の

:

.
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.
.
.
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:

■

 

'

經
過
じ
ょ
b

て

生

す

ろ

も

の

‘
す

は

異

る

所

以

を

再

述

し

て
，

B
5
h
m
-
B
a
w
e
r
k

の
意
風
に
：反
對
を
表
明
せ
&
。
唯 

.彼
は「

資
本
家
の
行
動
办
性
®

.

?
に
關
し
て
は
W

か
プ
？ 

B
a

w
e

r
k

ピ

全

く

一

，致せ
る
意
見
を
拖
懷
せ
る3

2

を
述 

‘
ぺ
た
ら
。
而
も
尙
は
彼
は
資
本
家
は
同
種
同
量
の
現
在 

及
將
'果
の
財
を
比
較
す
ブ
何
す
な
れ
ぱ
彼
は
現
在
の 

d
o
l
l
a
r
s

を
將
來
のd

o
l
l
a
r
s

 

€
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較
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る
も
の
な
れ
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f

ふ
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を
云
ふB

6
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m
-
B
a
w
e
r
k

め

f
o
r
m
u
l
a

じ
對
し 

て
は
幾
多
の
首
肯
し
難
き
點
を
盾
せ
る
も
め
に
し
て
、
 

合
鼓
に
其
點
を
詳
述
す
れ
ぱ
次
.の

三

®
,
ざ

な

す

を

得

可

■
ノ 

•

(‘. 一

じ「

余
，の
意
見
に
於
て
は
彼
の
法
式
は
、
^
貨
粮
を 

侧
定
せ
.ら
る
可
き
も
の
と
し
て
用
ふ
：る

て
€ 
K 
i 
hy 

す

、

0
豐

せ

ら

る

可

き

も

の

は

.主 

®
的

價

値

な

而

し

て

货

將

其

物

に

於

て

は

全
"-

其 

独
質
★
有
せ
.ず
：タ
，
賞

除

資

本

家

は

.貨

幣

と

密

接

じ

關

係
 

，せ
.る所

，©

主
觀
的
價
値
を
测
定
す
る
：

.セ
ゎ
。
主
觀
的
價

値

は

貨

粮

が

賞

ふ

.所

の

財

,
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$

じ
存
す
。
0

し
て
菩
人 

が
之
等
の
財
を
用
ふ
る
：瞬
胸
に
吾
入
は
評
债
の
爲
k
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に
異
れ
.る
貨
物
を
持
て
る
f
o
.

.
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ニ)

所
得
を
貯
蓄
.す
る
人
は
現
在
於
け
る
貨
幣 

の
用

(
u
s
e
)

を
抛
棄
す
る
も
‘の
に
あ
ら
す
。
彼
は
所
得 

を
其
形
藤(：

即
貨
幣)

に
於
て
取
得
し
、
，其
れ
を
消
費
者 

の
財に

.：

働
し
て
ょ
も
は
寧
ろ
資
本
財
に
對
し
て
費
す
な 

b

o

彼

：は

、
，購

入

せ

し

や

も

知

れ

ざ

..る

须

の

金

剛

石

の 

主
觀
断
僧
値
を
評
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し
"
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に
彼
め
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來
れ
る
刺
子 
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て
買
入
：る
y
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き
限
な
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連
績
す
る
小
石
其
他
の 
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の
現
在
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主
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値
を
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は
现
狂
の
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を

消

費

す
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の
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異

b
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た
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方
法
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ら
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個
の
異
b

ね
る
主
觀
的
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を
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現
在
と
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來
|の
：貨

幣

を

比

較

す

るは
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-
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4

9

し
吾
人
が
其
が 

.

財
を
意
味
す
る
も
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と
§

日
葉
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(

賞
’赂)

を
解
料
せ
ざ
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な
ら
ば
—

^全

主

，
的
俄
値
.を
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較

す
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こ
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ら
す
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吾
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言
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す
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而
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將
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の
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果
舉
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^
^

る
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に

ル
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ふ
k

至
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し
て
吾
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h
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B
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r
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條
の
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峡
な
♦

ゼ
主
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し
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之
に
對
し
て
-C
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r
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は
，主 

舰
的
價
脑
©
.
此
«

な
>

-

^
反

撥

せ

^
^
,
を

知

る

こ

ご

を

擺 

る

な
.TV。

若

し

も

喻

者

の

，貨

繁

財

.
^
意

狀

せ

す

ダ

す
 

れ
ぱ
ゾ
其
はC

k
r

k

の1

言
；ふ
が
如
く
に
主
觀
的
®
値
の 

比
般
じ
あ
.も
や
。
若
し
其
が
財
を
意
唆
し
た
力
ど
す
る 

1
<
?尙

.は

後

者

の

說

は

異

：え

な

、も

。

何

V
>

な
れ
ば
：後
激 

偶
相
異
れ
る
財
を
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較
す
ビ
爲
す
に
反
し
て
前
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ゆ
问 

鄙
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量
§

財
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較
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ざ
な
^
^
^
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な
.れ
ぱ
な
ゥ
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ニ
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:

瑰
在
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將
来
の
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撒
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額
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比
較
す
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に
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:

しH
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吾
人
は
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に
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余
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來

め

富 

:

の
，額
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は
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な)

ご
银
す
る
.も
の
を
比
較
.し
，ウ
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A
あ
.る
な
り
。

に
：對

す

る

批

評

家

.は

、

-
^
^
激

の

言

葉

は

暖

昧

な

る

も

の 

ビ
，し

；
て

反

對

t

m

し
て
次
の
意
見
を
有
ネ
。
即
彼
等
を
.

を
.： SV

ぱ

ひ

最

#

じ
余
の
附
記
せ
レ
非
難
を
織
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養
か
は
吾
人
の
兹
に
疑
旧
ビ
す
る
所
な
ね
。

，
 

'
.
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れ
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縱
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懐
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萬
弗
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値
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す

る
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し
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あ
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な
れ
*

も
プ
百
.慕
弗
の
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額
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存
纖
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も

の
^

^

&
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捕
腕
船
は
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’を
妨
績
棉
す
爲 

撒
t
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o
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ご
も
資
本
は
資
際1
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め
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ヶ
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妨

績

黎

に
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性
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轉
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取
扱
.
へ‘る
資
本
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性
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邀
業
ょ
レ
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幣
を
引
出
し
て
他
ゆ
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龍

業

に

校

資

す

る‘.
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を
得
か
：
.
利
子
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永
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的

可
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胁
货
膨
ね
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の
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得
一
な
ら
。
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は
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層
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云

ふ
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膽
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ザ
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る
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廣
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財
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寸
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彼
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の
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採
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、
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は

葉

に
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®

の

意

味

を
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ふ
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か
の
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な
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さ
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し
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。
‘然
れ
ど 

も
余
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め
意
見
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提
出
す
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..資

本

家
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主
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的
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値 
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..定

す

る
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僚
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額
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ふ
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に
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ら
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誤 

C
l
a
r
k

ン9

云
ふ
所
に
，̂
れ
ぱ
、
彼
は
決
し
‘て 

： p
h
m
-
B
a
w
e
r
k

 

.を
ン「

資
本
家
は
生
産
期
間
の
間
蛛
ま 

.

M

腹
を
威
す
y

ビ

生

艘

す

タ

者

.，？
^
、

姑

く

も

思

惟

.せ 

し

ご

？
^な

：： D
.

力
n

余

め
*
^
0

如
：
ぐ

了

解

せ

が

B
6
h
m
-

 

.
g
l
e
r
i
c
;
:
:

敎
.授0

學

說

だ

於

，で

ほ

’
資

本

家

は

勞

：働

者 

を
^

^

^

間

め

間

缺

乏

空

腹

を

免

れ

し

む

：る
，も

の

.
€ 

な

さ

れ

居

え
'

e

>
資

本

家

は

成

點

：に

於

て

#
2
2
%
,

の

直 

接
.
の
潘
足
を
：
®

す
*̂ 
W

ご
な
<

し
：て
之
を
爲
すN；  

W

能
は
.
 

す
S

云
ふ
：
’
が
奈
の
虫
張
な
レ.チ
i

#

が
勞
働
f

按 

M
t
f
L
.
非
'
れ
ぱ
、.
所
謂
生
産
期
間
は
：勞
働
者.を

し

.

.
て

A
 

R 代 

i
 て
橡 

ざ云

ふ >■ 

W ざ(yicarious 

w
a
i
-
d
n
g
)

 

は

f

,
其

が

少

t
に

て

も

な

さ

る

、な

ら

ば

、a
bstinence 

を

含

ま

ざ

：る

を

得

す

ど

云

ふ

が

余

の

議

論

な

b

o
而

し
 

す

斯

る

：
待

つ

ぶ
K

i

t
ダ

が
I

其

が

資

本

家

れ

は

何
 

程

か

の

費

用

を

要

す

る

か

否

か

の

.問

題

ご

離

れ

.
て

I

—

行

は

るS
R

ふ
見
解
が
、
余

が

B

かii
i
2
>
?
a
w
e
r
k,:

敎
授 

じ
歸
す
る
所
な
み
。
資
本
家
が
> 

彼
の
撰
ぶ
如
何
な
る 

形
式
に
於
て
か
占
有
し
得
る
富
の
中
：̂
り
、.
勞
働
者
に 

前
渡
し
す
る
な
ら
ば
、
.彼
は
自
身
或
現
在
の
廣
用
を
資 

.
擔
し
て
其
れ
‘を
爲
考>

 

る
可
ら
チ
だ
S

ふ
見
解
が
、
，余 

Q

思
想
離
る
、
能
ほ
ざ
る
ぁ
の
な

A
 

0 
.
而

し

て

此 

黯
關
ザ
ふ
太
部
分
の
：記
述
k

於
す
，.vi

c
a
r
i
o
u
s

 

w
a
i
t
-

 

i
n
g
:

せ 

v
i
c
a
r
i
o
u
s

 

a
b
^
h
l
i
c
^
v
:
'

 

s
 
の

間

別

を

爲

す 

の
必
要
を
認
め
ざ
る
な
か」

：
：

f
c
i
a
l
^

 i
.
R

良

I
s
s
u
e
s

 

q
o
I
?
c
§

i
n
g

 

I
n
t
e
r
e
s
y
v
:

 

o
u
a
r
v

 

J
o
u
r
,

 

b
f 

E
c
o
.
x 蓋

， 

x
;

 

p
p
,
,

 

9
9

ぶ 9
9
>
>
:

 

饼

彼

が特
；；

主

服

せ

ん 

す

を

總

て0

點
：は

『

實

際

パ

成

：

a
b
s
t
i
n
e

ボi

 

は

觀

十

丑

卷

(
1
:
|
§

九
：
> 

雜

綠

荆

乎

統

明

め

寒礎
！：

す
る
か
}M

•
.
.パ
.ダ

H

ん
ク
と
タJ

r
v
L
:
v
w
0

黎

.

第-
g

號

U
1

七



第

十

五

卷

(
I
m

四Q
)

雜

錄

利

キ

誰

明

の

：基
ぼ
に
関
す
る
ゼ
，

H 

t

.バ
グH

レ
夕
と
‘ク
タ
I

夕W

の
.詣
爭
-

第

九

講

I

二
八
-，

i

,レレ

處
に
起
る
：か

』

の
問
題
し
て

C
l
a
r
k

に
依
れ
ぱ
其 

は
新
資
本
を
造
る
ご
云
ふ
行
爲
じ
集
中
せ
ら
る 

>
 

な

-
 

A
*

: 

.
>
.

.

以
上
述
ぶ
る
所
を
以
て
觀
れ
ぱ
彼
等
は
互
に
驳
論
に 

對
し
て
更
に
反
敬
を
な
し
.爲
に
循
環
に
陷
れ
る
の
觀
あ
★一
 

る

な

ら

。

V

:

六

r

 

^

：

て

'

\ 1
3
5
h
m
-
B
a
w
e
r
k

 

は 

C
l
a
r
k

 

ン
を
始
め
ご
し 

G
e
n
e
r
a
l

一
 

W
a
l
k
e
r
,
, W

h
i
t
e
,

 

B
r
i
g
r
a
s
,

 

s
a
c
v
a
n
e
,

 

H
a
w
l
e
y

 

等
數 

\ 

多
の
人
々
論
爭
し
又
讚
否
の
批
評
を
受
け
し
こ
ビ
枚\ 

擧
k

違
あ
ら
す
。
中
に
も
彼
の
利
子
論
に
動
し
て
別
の
：
一
 

方
面
ょ
&

も
痛
き
攻
撃
を
加
へ
し
者
はo

t
t
o

 

C
o
n
r
a
d

 

其
人
な
b
 

ざ
す
。

C
o
n
r
a
d

 

は 

J
a
h
r
b
i
i
c
h
e
r

 

f
G
r

 

^
 

o
n
a
l
6
k
o
n
o
m
i
e

 

u
n
d

 

S
t
a
t
i
s
t
i
k

 

に
於
て
述
ぺ
て
日 
く
W -5 

h
m
-
B
a
w
e
r
k

の
利
子
論
々
述
の
方
法
は
て
先
づ
慣
値
算 

當
の
理
.論
を
以F

補
充
財
の
價
値
を
定
め
.
、
之
ょ
b

生 

蜜
.財
0

價
値
K

對
き
而
し
て
生
産
財
0

代
價
を
導
き
出
，

さ
ん
と
：す
る
に
在
：る
‘も
ゆ
ほ
し
す
、
其
利
子
の
理
論
は 

何
故
に
生
産
財
め
代
價
が
生
靡
物
0

代

偵

-
^
:
^
低

き

か
 

の
問
に
#

へ
ざ
る
'可
ら
ざ
る
'も
の
な
る
が
、：
♦ホ
よ
氏
は 

即
其
說
明
を
現
在
財
$

將

来

財

，ゼ

の

間

jSsl

於
け
る
價
値 

の
差
：に
求
め
'、

f

現
在
財V

將
来
財
ビ
の
間
に
存
す
る
e
 

然
的
慣
値
の
差
こ
そ
資
本
利
子
の
發
生
を
來
す
根
源
な 

れ
。』

將
’來
財
だ
る
生
産
財
は
現
狂
に
消
費
し
得
べ
き
享 

樂
朗
ょ
.TV

も
其
價
値
小
な
ね
。
此
慣
値
の
相
違
は
代
償 

の
相
違
に
對
應
す
。
故
生
建
財
の
代
價
ほ
之
ょ
り
生
，
 

す
る
生
産
物
の
代
價
ょ
レ
小
な
ら
マ
し
說
明
し
た
り」

0

1 

0

力
，cit. 

F
o
l
g
e

 

I
II,, 

B
d
,

 

4
6
/

H
c
b
t
,

 

3
,

 

S
e
p
t
.

 

1
9
1
,
3

本
誌
第
八
卷
第I

:

號
增
.弁
幸
雄
氏
抄
譯
五
四
i

五
五
：員 

に
據
る

)

：
'

彼
は
先
づ； B

5
h
m
-
B
a
w
e
r
k
'

の
利
子
理
静
の 

方
法
を
論
述
し
广
次
に
其
が
彼
の
主
張
に
沿
は
.ざ
る
旨 

を
述
：ベ
S

依
是
見
れ
ば
、
♦ホH

,

氏
は
吾
人
が
先
さ
じ
：述 

ぺ
わ
：る
ざ
庶
對
の
方
面
ょ
利
子
：問
題
の
解
決
を
：企
.
X 

た
る
も
の
な
も
。
..

說
明
す
，♦へ..さ
も
の

は
‘生
産
物
め
代
價

I

ざ
費
用
即
生
產
財
の

代
償
と
の
差
，に
外
な
ら
ざ
る

が
、
 

氏
は
何
故
に
生
産
物
の
代
價
が
費
用
以
上
は
在
る
や
を 

問
は
す
れ
て
，
何
故
に
費
用
は
生
廣
彻
の
代
慣
以
下
に 

在
る
や
を
問
へ
さ
れ
ご
余
は
氏
が
生
産
物
生
産 

財

ご
の
價
値
の

差
よ

.
し̂
て
利
子
を
説
明
せ
ん
ヒ
し
た 

る
は
全
X

誤
れ
る
も
の
な
り
ゾレ
思
惟
す
。
其
理
由
は
簡 

單
な
ら
。：

日
く
生
產
財
の
代
慣
の
基
.碑
と
な
る
ぺ
&
生 

産
財
の
第
：

I

次
的
價
値
な
る
も
の
は
交
易
經
濟
に
は
蒋 

在
せ
ざ
る
を
以
て
な&

"
J

 (

同
五
五
真)

次
い
で
彼
は
其 

理
を
示
す
爲

じ

原
生

的

第
一一I

次
的
償
値
ビ
派
生
的
第11  

次
的
價
値
め
愿
別
を
詳
細
一
に
說
明
せ
b

。

,「

ボH
':

氏
は
日
く
、財
の
主
觀
的
交
換
價
値
は
之
交 

換
し
得
可
き
財
の
使
用
價
値
に
よ
.ク
て
定
ゎ
、
從
つ
て 

又
其
限
界
效
用
に
よ
b

て

定

る
0

即
交
換
價
値
の
大 

小
は
既
に
代
債
の
與
へ
ら
れ
れ
る
も
の
と
前
提
し
て
始 

めて決定され得ものな然るに彼は第

一

次
 

的
な
.る
：使
用
債
値
第
二
次
的
な
る
主
觀
的
交
換
價
値

の
間
に
於
け
る
根
本
的
の
區
別
を
認
め
す
し
r

，
.均 

し
<

兩
者
を
採
つ
て
.以
t

代
慣
理
論
の
基
礎V

J

し
れ
る 

も
の
に
し
て
、
而
も
主
觀
的
，交
換
償
値
を
代
僧
の
說
明 

要
素
ご
す
る
に
原
レ
て
、
當
.然
旣：

ド
與
へ
ら
れ
た
る
も 

の
-

Vi,

前
提
す
ぺ
き
代
憤
を
ぱ
.與
へ
ら
れ
.た
る
もS

W

俞 

撮
せ
ざ
る
な0

 

0 (

同
五
九
頁)

要
す
る
じ
彼
ほ
生
産
物 

の
高
く
賣
れ
る
理
由
を
.求
..め

す

し

て

"

却

て

生

産

財

が 

廉
く
買
は
れ
る
の
理
由
：を
求
め
ね
り"

即
費
用
に
よ 

て
定
る
所
の
生
.產
財
の
代
價
ご
云
ふ
旣
知
の
も
の
よ
シ 

出
發
し
て
、
生
廣
物
の
；代
債
t

i
K

ふ

未

知

の

も

の

'
に

向 

C
V

て
進
む
の
策
を
採
ら
ず
し
て
-
逆
R

旣
じ
利
子
を
合 

め

る
高
き
生
f
f
i物
の
代
價
云
ふ

'末
知
の
も
の
よ
&
出 

發
し
て
之
よ
り
生
産
財
0

代
償
を
導
き
出
さ
んV

す
0 

故
k

氏
め
研
究
は
始
め
よ
0

逆
の
方
向
を
採
れ
る
な 

b

o

_
^

(

同

七1

寅)

即

o
t
t
o

 

C
o
n
r
a
d

の

意

見

：じ
：
從
へ 

ぱ
、B

5
h
m
-
B
a
w
e
r
k

は
旣
知
よ
り
未
知
へ
進
むW

云
ふ 

順
路
を
.採
ら
.ず
し
.：て
未
知
よ
も
旣
知
に
向
ふ
S

H

ふ
逆

第

十

五

卷

U

 

n
5
.

一)

雜
'

錢
i

利
子
誰
明
の
基
綴L

i

闕
マ
る
ポH

ム
A

グ

H

ル
タ
と
タ
ラ
一
と
ゆ
請
爭
第
九
錢
ニ
！九



第

十

冗

綴

0

 

|

§

ニ)

雜
.

錄
利
字
說
明
の
基
雄

L
l

蘭
す
る
がH

ム
A

グ

M

レ
クW

グ
チ
r

ク
と
の
論
爭
第
九
揉

-

H

0

; i l

路
に
依

b

し

も

の

し
.

て
、
.
非

务

を

受

ぐ

可

さ

.は

理

の 

當
然
な
ら
。
然
れ
ど

も

C
o
n
r
a
d

は
彼
の
代
價
の
■
係 

そ
過
ぶ
る
當
り
て「

需
耍
の
總
量
ざ
旣
成
財
の
總
量 

ぜ
が
勞
銀
の
高
を
決
定
す
る
も
の
に
し
て

"

而
し

'
r"

個 

々
の
生
産
物
の
代
價
は——

自

由

麓

爭

の

完

全

；
^
行

は 

る 

>
限

費

用

の

高

即

生

章

に

費

す

可
き
勞
厳
の 

高
に
よ

&

て
定
る」

ビ
稱
せ
.

C
N。

兩
者
の
依
て
以
て
基 

礎
す
所
の
價
値
論
の
異
る
以
上
パ一

方
め
攻
擊
を 

意
起
す
は
當
然
に
レ
て
、
其
費
用
價
値
說
ざ
限
界
效
用 

個
値
說
ざ
の

®

係
に
付
て
は

‘

十

分

.
別

個

の

研

究

に

慣

す
 

る

問

題

なビ
す

。

同
種
同
量
の
財
の
比
較
よ
ら
生
す
るT

i
m
e

 

d
i
s
c
o
u
n
t

 

t
l
l
s
r
y

に
對
し
て
加
へ
ね
るC

l
a
r
k

の
菲
難
は、

B
5
h
m
-

 

B
a

w
e

r
k

自
身
の
意
見
從
へ
ば
、
彼
の
受
く
可
き
筋 

合
ひ
のt

P

の
な
ら
す
し
てA

b
s
t
i
n
e
n
c
e

 

t
h
e
o
r
i
s
t

に
句 

け
ら
る
べ
き
も
の
ビ
爲
さ
れ
た
る
の
み
な
ら
す
、
其
は 

亦
彼U

よ
れ
て
反
®

を
さ
へ
蒙
y

た
ム
。'
然
る
に

t
B
B
S
8
E

は
此
分
配
問
題
解
決
の
爲
に
轉
嫁
の
理
論(

t
b
e

 

t
h
e
o
r
y

 

o
f

 

i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
)

を
應
旧
す
る
も
の
に
し
て
、
其
は「

生

産
耍
素
の
何
れ
か
の
最
後
の
單
位
に
.歸
因
す
ぺ
さ
生
産 

物
の
增
加
即
最
後
の
增
加(

f
i
n
a
r
i
n
c
r
e
m
e
n
t)

は
各
 々

の
單
位(

u
n
i
t
)

じ
歸
せ
ら
る
：ぺ
き
所
め
も
の
標
取
な 

れJ
.

ビ
云
ふ
結
論
を
生
す
る
な
シ
"

特
殊
の
生
産
力V

し 

は
最
後
の
生
産
力(

f
i
n
a
l

 

.
p
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y
)

 

0 

な
レ
。
 

斯
る
學
說
に
對
し
てB

5
h
m
‘B

a
w
e
r
k

 

.は
批
判
を
加
へ' 

て
述
ぶ「

C
l
a
r
k
.

敎
授
.は
此
轉
嫁
のr

般
理
論
を
資
本 

:
に
も
適
用
す
る
な
ね
。
彼
は
、
何
等A

b
s
t
i
s
n
c
e

の
思 

想
の
手
段
に
依
ら
す
"
或
は
變
化
す
る
生
產
期
間
の
影 

響

に

基

く

余

の

學

說

の

如

き

何

等

か

の

他

め

學

說

じ

.依 

る
こ
ビ
な
く
し
て
、
資
本
の
問
題
を
®
接
じ
旦
遺
漏
な 

く
解
決
す
る
こ
ざ
は
此
理
論
に
基
き
て
の
み
可
能
な
；
 ̂

V

信
ゆ
る
な
も
。
資
ネ
は
生
産
力
あ
ら
蓝
額
に
.於
て
制 

限

せ

ら

る

ビ

云

，，ふ

單

1

の
前
提
は
、
：資
本
が
其
所
有 

者Jls：

利
子
ど
し
て
生
ポ
る
特
別
の
金
.額
の
純
所
得
を
產

B
#

’m
-
B
a
w
e
r
k

は

Q
a

r
k

が

！

八
九
九
年
に
著
は
し 

た
るb

i
s
t
r
i
t
m
t
i
s

 

o
f

 

W
e
a
l
t
h

じ
對
し
.て
は
更
に
多 

く
の
批
判
t

非
難
を
加
へ
、‘
而
し
て
其t

r
u
e

 c
a
p
i
t
a
l

 

£
 

c
^
p
i
£
-
g
o
o
d
s

 

^̂
を
區
別
せ
ん
ざ
す
る
思
想
じ
基 

ぐ
彼
の
利
子
起
源
#

に
攻
撃
を
加
べ
力
ら
。

C
l
a
r
k

の
分
配
論
の1

般
的
特
色
た
る
命
題
は
、
總 

て
の
價
値
賃
银
及
利
子
が
彼
等
の
普
通
の
標
準
に
逢
す 

る
所
め
紙<501

の
静
的
狀
態
に
於
.て
は
、
生
産
の
各
要
素 

或
は
要
因
は
、
其
が
生
産
物
の
方
面
に
於
て
造
り
出
し 

，た
る
丈
の
所
得
を
其
所
有
者
に
齋
ら
す
も
の
な
ら
ざ
云 

ふ
こ
ご
な
々
0

即

p
r
o
d
u
c
t
s

と

s
h
a
r
e
s

ど
はj

致
す 

'る
な
ら
.
然
る
‘
k

.

D

a

r

k
じ
，ょ

れ

ぱ

生

産

の

要

因

は

勞

働 

資

本(

土

地

を

合

む}及

勞

働

ょ

シ

分

岐

せ

る

企

業

.家
の 

職
能
のm

な

而

し

て

自

由

駕

爭

は

、
勞
働
の
造
る 

所
の
も
の
を
勞
働
者
U

、
資
本
が
造
る
所
の
も
の
を
資 

本
家
R

、
而
し
て
指
■
す
る
職
能
が
造
る
所
の
も
0

を 

企
業
家
k
-
與
.ふ
る
：の
倾
を
あ
る
も
0

な
タ
0

而
し
て
度

出
す
と
云
ふ
事
實
の
.，
直

接

旦

完

全

’
の

說

を

與

ふ

る
 

じ
+
分
役
立
つ
も
の
な
b
 

◊

.

此
生
産
力
說
は
他
の
同g

®

の
説
と
同
じ
點
じ
於
て 

又
同
じ
理
由
に
基
き
て
、
余
に
シ
も
て
は
失
敗
ご
思
は 

る
、
f

o

其
は
資
本
の
生
産
力
に
眞
の
利
子
の
原
因 

を
見
出
さ
ん
が
爲
に
理
論
的
失
錯
を
爲
せ
る
な
其 

は
完
全
な
る
轉
嫁
理
論
を
活
斯
す
ず
•
雖
、
際
ダ」

き
點
に 

於
て
轉
嫁
理：

論
に
於
け
るr

連
餓
を
晴
默
の
ポ
に
看
過 

せ
る
：な
な
。
：而
し
て
賞
に
具
k

利
子
間
題
が
出
現
し
解 

決
せ
ら
る
べ
き
所
の
連
：餓
を
看
過
せ
る
な
り
。j(

B
5
h
m
-

 

B
a
w
e
r
k
,

 

A C
a
p
i
t
a
l
:
&

 

I
n
t
e
r
e
s
t

 

o
n
c
e

 

m
o
r
e
/
)

 

Q
u
a
r
,

 

J
o
u
r
,

 

o
f E

C
O
.
;

 

V
O
L

 

X
X
I
,

 

p
p
.

 

2
4

7
1

2
4

9)

即 

J
B
5
h
m
-

 

B
a
w
e
r
k

は
：C

U
r

k

の
‘生
，産

ヵ

說

を

彼

が

C

昔

t
a
l
&

 

I
n
;
t
e
r
e
s
t

 

w
o
o
k I

I

 

, 

於
て
述
べ
た
る
理
由
依
-
^
て 

俳
斥
し
ね
る
が
、
更

C
l
a
r
k

が
其

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

 

o
f

 

W
e
a
l
t
h
,
:
p
.

 

3
9

S

に
：於
ず
：''「

各

種

，の

財

の

産

出

高

'の
或 

部
！̂
は
資
本
k

题
ら
得
る
な
ぐ
從
ウ
f
 a

b
s
t
i
n
e
n
c
e
. 

€
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五
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(
I m

s
u
i
D

雜

0

利
子
魏
明
0基

礎
：-:

関
す
る
ゼ-

,
H

ム
•
バ
グH

ル
タ
'と
夕
ラ
！
ク
ミ
の
餘
爭
第
九
號

.！ 

ニ11
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■
五
# 

(

 kill

四
.

@

雜

錄

利

！十
魏
明
の
基
礎
蘭
す
る
がH

 

バ
グH

レ
タ
と
タ
-サ
，
クW

の
备
学
银
^
^號

1
H
t
r

-

斬
す
を
犧
牲
に
迴
得
る
な
らJ

ご
述
べ
し
よ
わ
し
て
、

節
愁
ご
灘
ず
る
犧
牲
じ
.歸

し

又

：Gi
d
d
i
n
g
s.

敎
ぶ
の 

彼

ほ

C
l
a
r
k

敎
授
U

生
齋
カ
說
を
採
れ
る
に
も
拘
ら
或
說
明
を
賛
成
し
て
引
用
ザ
る
章
句

K

よ
..V

て
、C

l
a
r
k

 

t

尙
ほ

r
A
b
s
t
i
n
i
e

 

T
h
e
o
i
y
.

と
し
て
知
ら
る

/
.
利
子
敎
授
，
の見解は余ねは

一 .

層
不
明
脱

v
:

な
れ
る

R

至
ル 

V

説
明
の
方
法
に
與
す
る
の
傾
向
あ
ら

」

ざ
て
非
難
す
る
ね
。：

G
i
d
d
i
n
g
s

敎
授
は
資
本
の
生
産
費
を
節
愁
め
中
に 

，
に

至

れ

み

。

彼
は
語
を
、
次

：
い

で

；
日

く

「

勿

論

彼

は

、
.

j

求

め

んyj

は

せ

す

、
併

し

後

一
の
疲
勞
せ
る
勞
働
時
間
の 

a
b
s
t
l
n
e
n
c
?

を
經
濟
的
美
®

W

考
へ
若
レ
く
は
其
理
由
增
加
せ
る
倦
愈
の
中
に
；求
あ
ん
と
す
，る
が
如
く
息
は
る 

:

.

タ
て
利
子
を
是
認
す
る
を
必
耍
ざ
举
へ
ざ
る
こ
ミ
.
A
な
\

其
れ
故
余
はH

つ
の
一
般
的
論
評
を
下
す
を 

は

*
^
明

か

に

述

べ

居

る

な

 

又

生

産

物

を
.

f

出
ず
：

以
て
滿
足
せ
ん
ざ
欲
す0.

•
 
•
 
-
 
.

.

.

. 

.
 

I
l
l 

•
 

I
 
•
 

ノ 

V
 

、

資
本
の
力
が
利
子
の
，®
;
礎
な
.
る
ミ
ミ
k

重
き
.を

置

げ

る

(
.一 ;

)

節
德
說
は
成
前
提
R

基
ぐ
も
の
に
し
て
Q
a
- 

.
な
り
。
.
然
る
に
彼
はa

b
s
t
i
n
e
n
c
e
.

一
は
：新
資
本
の
創
造
に 

>

 

敎
接
の
，.生
産
力
說
..ざ
®

着

な

か

ら

し

め

ら

る

、
を 

の
み
關
係
す
る
も
の
て
、
全
く
動
的
現
象
な
る
をI

得
ざ
る
或
結
莱
.を
導
ぐ
も
の
.な
シ
Q 

信
せ
る
旨
を
極
め
て
明
瞭
；.

み
。，
而

し

て

彼

の
’ 

(

ニ)

節
愁
說
其
も
®
は
利
子
の
意
義
の
探
究
者
の 

資
本
理
論
は
節
愁
な
き
.靜
的
狀
態
に
關
し
て
發
展
せ
し\
通
過
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
危
險
な
.る
狭
路
を
有
ず
る
も
の 

め

ら

れ

ね

る

を

以

て

、

總

，て

之

等

ゆ

事

は

、

C
l
a
r
k
:

敎ならター

(
B
5
h
m
-
B
a
w
e
r
k
,

 

o
p
.

 

d
t
.
I
P
P
,

 

2
7

5
-

め
ま

j
p

稷
が
、，静
的
現
象
ざ
し
て
：の
利
子
ゆ
理
論
的
說
明
を
、

し
て
彼
の
意
見
に
從
へ
ば
、C

l
a
r
k

は
其
s

-

i
於
て
彼 

'

節
愁
.の
動
的
現
象
の
上
R

基
か
し
め
ざ
る
こ
と
を
示
す
の
根
本
思
想
ご
の
連
鎖
を
失
へ
る
も
の
な
ね
ご
。

〜

み
，
ビ

思

は

る

、
な

タ

然

を

f
c
生

廣

物

の'
 1

剖

分

を

：

觅

も

角

I
B
&
m
-
B
a
w
e
r
I
C

は
Q

P

チ

の

利

子

生

藥

匿
,.........., ；

i

l

i.
.
.
ヨ

 

:-
 

‘
 

：

力

說

を

排

1
1
^

せ

る

こV

は

前

述

の

加

し
"

，
其

は

取

B
5
-

i
l
m
-
B
a
l
r
k

が

p
w

a
l

k
e

r

の
級
諭
；̂
答

へ

し

の

中

；
 

新

刊

紹

か

 

に
，殊

に

明^^
.
c

。̂
即
：P
 

W
a
l
k
e

ヮ
の
菲
難
ユ
、
彼

：

•
.
—

—

—

—

の
數
多
の
原
因
の一

に
.過
ぎ
ざ
る
旦
最
も
重
要
な
る
も{

.
「

無

産

階

級

獨

裁
"

A
i

ソ
评
エ 

⑨
に
は
非
る
舉
®

を
、
欲
の
利
子
學
說
の
唯j

の
旦
主
：\ 

ト

别

度」

要
な
-る
原
因W

し
て
强
ふ
る
も
め
に
し
て
、r

w

ルIk
e
r

J

i
 

.
: 

. 

\ 

K
a
r
l

 

D
i
e
h
l

 

D
i
e

 

B
i
k
t
a
t
i
i
r

 

d
e
s

 

P
r
o
l
e
t
a
r
i
a
t
s

 

ヵ
資
本
の
生
産
カ
は
^
^
子
の
起
'
1
^に
，何
等
影
響
を
及
ぱ
：

：‘

し

I

.

W 

,

■

I

I

I

る
f

 

?

o

寧

ろ

：

，
お

農

余
r

歸
す
.ベ
‘ま
資
本
の
生
産
力
を
其
れ
自
身
利
子
の
'
 

I 

.が
マ
ル
ク
：ス
主
義
の
最
も
正
し
き
適
用
.な
る
こ
ど
を
主 

す
分
ホ
る
•
原
因
ど
レ
て
認
め
ず
さ
ふ
こ
ご
な
り
し
^
 

■

張
し
、殊
に
レ
キi

i
x

の
著
作
が
甚
、
だ
多
く
の
紙
幅
を 

言
へ
-
^
。
 

- 

，.

.

マ
ル
ク
2

目

說

引

用

⑧
鹿

：め

に

割

い

て

居

る

事

は

、
，
旣
 

さ
れ
ば
、
生
産
物
を
創
造
す
る
資
本
の
力
が
利
子
の
.1

に
人
の
知
る
こ
ろ
で
あ
る
。而
し
て
獨
ぐ

「

共
産
黨
宣 

基
礎
な
&
 

確
信
せ
る
.Cl
a
r
k

 

.•ど
は
、
論
爭
を
惹
起
す
.

言」

.(
1

八

四

八

年

)

.及

び

其

時

代

の

他

の

箸

作

の

み

な 

る
；
は.宜

な

ロ

は'ざ
る
.を
得
す
？
而
し
て
彼
等
の
荆
ら
ず
、其
後
殆
ど
ニ1

+

年
を
‘經
て
广
マ
ル
ク
ス
の

S
t
u
r
m

 

子
論
爭
は
彼
等
の
資
本
に
關
.す

る

：見

解

の

r

政
を
見
.ざ

u
n
d
'

 D
r
a
n
g

時
代
は
：旣1

2,

海
か
過
ぎ
れ
ビ
思
は
れ
る 

る
間
は
永
填
に
解
決
の
道
に
就
か
す
し
て
、
後

進

の

幾

j

八
七
五
年
に
於
て
も
、彼
が
猶
ほ「

資
本
主
義
紙
會
e 

多
の
.利
子
研
究
者
を
し
て
.再思參考而も尙ほ汲みて共産主義社會

W

の
：間
に
は
> 

一
よ
ら
他
へ
の
革
命
：̂

盡
き
ざ
る
興
味
の
泉
源
ピ
し
て
殘
，ら
ん
の
み
。(

完)

.

.

織
形Q

時
期
が
横
は
る
。
' 

こ
れy

適

應

す

，
々
も
の
は
，
又

.

.

.
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